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「雲仙人（くもせんにん）サロン」の開催について 

 

 

雲仙市では、市民協働による第２次雲仙市総合計画の将来像の実現を図ることを目的に、総務省

の「地域力創造アドバイザー制度」を活用しています。 

その事業の一環として、市内で多様な活動をされている方々に繋がっていただきたく、ネットワ

ーク会議「雲仙人サロン」を下記及び別添のとおり、開催します。 

参加者には、「他の人はどうやってパッケージデザインをしているのか」「イベントにどうやって

スタッフやお客様を集めているのか」などなど、悩みや工夫を披露しあい、互いの体験を共有して

もらうことで、互いを支え合う場として活用していただこうと考えています。 

 

記 

 

●日 時： 令和元年 9 月 6 日（金）14 時 00 分～16 時 00 分 

 

 

●会 場： 雲仙市国見町神代小路「今村邸」 

（住所：雲仙市国見町神代丙 123） 

 

●テーマ： 「種とり農家・竹田かたつむり農園奮闘記」 

 

 

●スピーカー： 竹田竜太さん、竹田真理さん (竹田かたつむり農園) 

 

 

●次 第：（１）スピーカーによる基調講演（キーノートスピーチ）【30~40 分】 

     （２）自由な意見交換【1 時間 20 分】 
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「雲仙人サロン」のご案内 
雲仙市には、地域を愛し、独自の技術やこだわりで「モノづくり」「コトおこし」に頑張っている

方がたくさんいます。この方々を“雲仙人（くもせんにん）”と呼び、繋がり、学び合う場「雲仙

人サロン」を開きます。どなたでも参加できます、お誘いあわせお運びください。 

 

■テーマ：２つにこだわるサロンです。 

１）「モノづくり」＝新商品開発 

２）「コトおこし」＝催し企画、付加価値付け 

 

■仕組み：誰かの話を聞くサロン、視察に出かけるサロン、わいわい話すサロンを毎月開催。 

 

■コーディネーター：野口智子さん 

（ゆとり研究所、スローライフ・ジャパン。地域力創造アドバイザー） 

 

■参加者：「モノづくり」「コトおこし」まちづくりに興味のある方ならどなたでも。 

 

■参加費：無料 

 

■第９回サロン：９月６日（金）１４時～１６時 ※詳細は別紙 

 

■スピーカー：竹田竜太さん、竹田真理さん（竹田かたつむり農園） 

 

■お問い合わせ先：雲仙市 総務部 政策企画課（担当:三宅、益田）  

電話：0957-38-3111（内線：2553）FAX：0957-38-3514 

メール：kikaku@city.unzen.lg.jp 
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＜今回の概要＞ 

●日 時：令和元年９月６日（金）14時 00分～16時 00分 

●会 場：雲仙市国見町神代小路「今村邸」（住所：雲仙市国見町神代丙 123）  

●テーマ：「種とり農家・竹田かたつむり農園奮闘記」 

●スピーカー：竹田竜太さん、竹田真理さん（竹田かたつむり農園） 

画一的で大量生産できる野菜ではなく、あえて伝統野菜を選び、無農薬で育て、種を取って作って

いる「種とり農家」の竹田さん。その野菜は定評があり、安全でおいしい野菜を求める個人はもち

ろん、ホテル・旅館、こだわりのレストランなどでも使われています。まだまだチャレンジは続き

ますが、その夢と頑張りを語っていただきましょう。 

（上）後ろはクラウドファンディングで入手した移動販売用

トレーラーカー。（右上）様々な野菜の種。（右下）ホテルの

鉄板焼きで出される竹田さんの野菜。 

 

会場地図：神代小路「今村邸」（住所：雲仙市国見町神代丙 123） 

※鍋島邸駐車場から徒歩 3分。当日連絡先：090-5028－8144（三宅） 

ココ 

鍋島邸 

鍋島邸 

駐車場 

神代小 



＜前回の内容＞ 

●日 時：令和元年 8月 8日（木）19時～21時 

●場 所： 雲仙市千々石町「集い処えんがわ」（住所：雲仙市千々石町戊 93） 

●テーマ：「ジャガイモ農家の“フェス”づくり」（モノ・コト） 

●スピーカー：荒木 政勝さん（＃MINIFES実行委員会） 

「ジャガイモ農家の“フェス”づくり」ということで、7月 28日に開催された「ミニフェス in千々

石」の実行委員長・荒木政勝さんのお話をうかがいました。 

「20 代～40 代の人間が、なにかやってひとつにまとまれば、強いし、何でもできると思った。地

域を元気にしたかった」のだそうです。しかも「公の補助金は一切もらわないで、自分たちだけで

やる主義」とのこと。 

参加者からは、にわか実行委員のように来年へのアイデアが。「出展ブースが多くておしゃれで驚

いた。次回は、地域の高齢者が関われる内容も盛り込もう」「農家の人たちがやっている、という

ことだけで感動！もっと農家色を出そう。ステージに野菜を飾ろう」「フェスの T シャツを買った

ら参加費割引してもいい」「とにかく続けることが大事。来年は出店します！」などなど意見が。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日時：令和元年 8月 10日（土）11時～14時 

●集合場所： 雲仙白雲の池キャンプ場入り口 

●テーマ：「UNZEN SANKAKU FES.2019」を楽しもう！※お出かけサロン 

雲仙人仲間の市来勇人さんや加藤隆太さんが中心に開催するイベント「UNZEN SANKAKU FES」に参

加しました。今年で３回目となるイベントです。 

森の中でコンサート。驚くほど音響がいい、上質です。好きなところで好きなことをしながら、み

んなが聞いています。木陰っていいなあ～、と久しぶりに感じました。また、このフェスは音楽を

楽しむだけでなく、池や森の中で子どもが遊べる仕掛けもあるのでした。ＳＵＰ（スタンドアップ

パドルボード）、木登り、けん玉、弾力のあるベルトを綱渡りするスラックライン等々。森の風を

感じ、セミの声といい音楽を聴きながら、普段したことのない体験ができるイベントでした。 

【イベントの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 


